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研究成果の概要（和文）：  

カナダの多文化政策に相応する複合的・多元的な観点から、カナダの５つの主要都市を中心に

調査を行い、学術的にも都市地理学、都市社会学、都市政策、都市政治学、環境政策、文化と

文学といったマルチ・ディシプリナリーな観点から、カナダの多文化政策に関する研究を行っ

た。ヴァンクーヴァー、カルガリー、トロント、オタワ、モントリオールには、多くの移民が

集中することから、社会的不平等や地域間格差を是正するための多文化政策は重要となる。こ

のカナダの豊かな民族的多様性は、世界に広がる豊かなネットワーク資源となり、カナダの「強

み」と「楽しみ」へと直結している。しかし、国際競争力が上昇するにためは、カナダの多文

化社会が抱える「弱み」や「苦しみ」にも目を向ける必要があるため、長所・短所双方の観点

から考察を加えた。本研究課題の成果に関しては、図書として 2011 年度中の出版に向けて準備

中である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
From multi-disciplinary perspectives raging from geography, sociology, environmental 
study, politics, public administration, art and literature, this study sought to conduct 
a variety of field research on Canada’s multiculturalism, and to examine its policy to 
create as well as maintain the multiculturalism. The field researches have been conducted 
in Vancouver, Calgary, Toronto, Ottawa, and Montreal, all of which have absorbed a wide 
range of immigrants, and have created a “mosaic” society where a variety of cultures 
and people have been intermixed. Canada’s pluralism has expanded to create a wide 
international outreach, which has resulted in Canada’s international competitiveness. 
This study, however, also sought to shed light not just on the outcome of, but also on 
the entire processes of the multiculturalism where “weaknesses” and “struggles” for 
multiculturalism, along with its “strengths” and “comfort”, should have been overcome. 
In conclusion, this study now seeks to publish the outcome as a book in 2011. 
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１． 研究開始当初の背景 
 2001年 9月11日のニューヨークでのテロ、
2005 年夏のロンドンでのテロ、同年秋のパリ
での暴動は、「多様性と共生」について改め
て人類普遍のテーマであることを認識させ
た。同時に、国境を超えた人々の流動性が急
速に拡大するなかで、民族を超えて、人々が
豊かで平和に共生することのできる「場＝国
家」を建設することの意味とその重要性を世
界がより強く意識するようになった。 
 こうしたなかで、民族的に世界的な広がり
をもち、モザイクという共生モデルを創りあ
げようというカナダでの「実験」は、世界の
人々に大きな夢と希望を抱かせるものであ
る。カナダ社会は、アメリカのメルティン
グ・ポットと異なり、移民の文化やアイデン
ティティを相互に認め合うことに特色があ
る。このため、逆に共通文化に弱さがあり、
国民統合という点で問題視されることもあ
る。 

多民族ゆえのカナダの「強さ」と「弱さ」、
「楽しさ」と「苦しさ」に関する研究の意義
は、民族対立が世界的に激化するなかで、よ
り大きなものになってきているという時代
要請が本研究課題の背景にある。 
 
２．研究の目的 
 多文化政策は、民族集団間の軋轢を回避す
る手段としてはじまった経緯があり、本来的
な意味での「文化政策」として語られること
は少ない。また、この分野の研究は、国レベ
ルのものが中心で、都市(間)に浮かび上がる
文化的差異と多様性に視点をおいた比較研
究は数少ない。 

本研究では、第一に、国の多文化政策と都
市での受容過程を明らかにする。５つの都市
の間には、都市の成長性や発展段階あるいは
民族構成に大きな差異がある。社会・経済・
文化指標を使用して比較分析を行い、多様な
受容形態があることを明らかにする。 

第二に、実際の文化活動（映画・音楽祭、
博物館・美術館、コンサート、大道芸、出版
など）及び都市の建築や景観、パブリック・
アートやイベント事業などを多文化政策に
関連づけ、都市（間）の比較分析を行う。 
 第三に、物質的価値から生じる地域的格差
と民族間格差の現状を把握したうえで、その
是正に対する多文化政策の有効性に目を向
ける。  

第四に、多文化政策の理念の時代的変化と
して、少子化対策や労働人口の確保など産業
労働問題の解決策としての意味も増大して

きており、世界の民族層序のカナダ都市にお
いての固定化が進みはじめてきており、新た
な克服すべき課題として位置づけることの
意味が増してきている。本研究は、このよう
な問題を総合的に明らかにすることを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
(1) ヴァンクーヴァー、カルガリー、モント
リオール、トロント、オタワなど 5大都市圏
(CMA)に共同研究者をそれぞれ複数割り当て、
研究代表者の藤田と研究分担者の小畑・伊藤
で全体を総括する形で研究を進めた。本研究
課題では、現地での実態調査に重点を置き、
並行してカナダの研究者や世界のカナダ研
究者と面談・交流し、意見交換や専門的知識
の取得を図り、合わせて各種の資料・データ、
書籍の収集を行った。 
 
(2) 現地調査としては、初年度に広松がバン
クーバー、虎岩がオタワ、伊藤がカルガリー
でそれぞれ実施した。2年目には、藤田がト
ロント、小畑がモントリオール、広松がバン
クーバー及びその周辺、虎岩がオタワで調査
し、3年目には、小畑がモントリオール、広
松と伊藤がバンクーバーおよびその周辺で
進めた。 
 
(3) 資料については、カナダ統計
(Statistics  Canada）や州政府や市役所な
どの官公庁関係の出版物・統計集、文化政
策・エスニック関係の文書、議会関係資料、
研究書、各種写真や地図類を収集した。また、
代表的な文学作品や映像作品、都市やコミュ
ニティでの祭（フェスティバル）のような民
族的色彩の強いイベント関連のパンフやプ
ログラムなどの資料収集、都市建築やパブリ
ック・アートやイベント関連の資料収集を進
めた。 
 
(4) この間、研究会を適宜開催し、本課題研
究者間の研究成果や意見の交換を行った。こ
れにより、問題点の共有、現地調査の項目調
整が進み、共同研究の効率性を高めることが
できた。また、多文化政策、都市政策、移民
問題や海外事業に関する専門家を招き、専門
的知識の提供を受け、研究内容の豊富化を行
った。 
 
４．研究成果 
(1) 聞き取り調査・資料調査 
① 研究者間に割り当てられた都市におい



て現地実態調査を行い、多文化政策がバンク
ーバー、カルガリー、トロント、オタワ、モ
ントリオールでどのように受容され、この政
策の「格差」と「不平等」の是正という本来
の目的が、これらの都市でどの程度実現して
いるのか、都市（間）の相対比較を行い、そ
れらのポジショニングを明らかにした。 
② 都市地理学、都市社会学、都市政策、都
市政治学、環境政策、文化と文学といった専
門分野の視点から、５つの都市における各民
族の社会的位置づけ、多文化政策に対する意
識の違いの程度など質的な側面を明らかに
した。各民族集団の都市内での分布、総人口
に占める割合、政治・社会活動への参加度、
文化政策や文化活動（文学・音楽・演劇など）
への参加度を調べ、民族間にみられる特性を
明らかにした。これは、５つの都市での聞き
取り調査などを通じて明らかにしており、市
川が開発した競争力インデックス手法によ
り、世界座標におけるカナダ都市の相対的位
置づけが可能であることが明らかになった。 
③ 近年、隣国アメリカ合衆国においては、
依然としてラテン系移民の流入が多い。これ
に対して、カナダへの移民はアジア系、特に
中華系と南アジア系の増加が著しい。彼らは、
集住傾向が強いが、ゲットー化することなく、
モザイク社会の一翼を担っている。「同化」
もせず、「孤立」もしないアジア系移民の実
体が調査で明らかになった点は大きな収穫
である。 
 
(2) 多文化政策の国際比較 
① カナダにおける多文化政策を国際的比
較の文脈に置く必要性から、カナダ以外での
多文化政策とその地域間格差に関する文献
資料・聞き取り調査を実施した。初年度には、
虎岩と市川がイギリス、伊藤がアメリカ、マ
レーシア、ベトナム、インド、2 年目には、
市川がイギリス、伊藤がオーストラリア、3
年目には、藤田が中国、虎岩がイギリス、市
川が中国・アメリカ、伊藤がオランダ、オー
ストラリア、中国で実施した。 
② こうした国際的文脈の中にカナダの多
文化政策を位置づける試みによって、例えば、
アイルランド系移民がイギリス諸島に移住
する場合とカナダに移住する場合との比較、
アメリカのアファーマティブ・アクションや
マレーシアの「多極共存型」との比較考察が
可能になり、複眼的・重層的な視点からカナ
ダの多文化政策の現代意義を明らかにする
ことが可能となった。 
 
(3) 多文化政策と多文化社会に関する業績
の社会発信 
① 学会での発表等は、本研究課題の初年度
に藤田が甲府において、小畑が岡山、伊藤が
マレーシアで本研究課題と関連する研究報

告を行った。2 年目には、研究代表者の藤田
が会長（当時）を務める日本カナダ学会が明
治大学で「カナダ研究の軌跡：未来への展望」
というテーマの国際パネルとシンポジウム
を開催した。カナダ大使、外務省北米局長、
明治大学長、津田塾大学長（会員、元会長）
の特別講演後、全体で 10 本の研究報告がな
され、多文化政策はその主要テーマのひとつ
であった。延 500 名が参加し、活発な議論が
展開され、関心の高さがうかがえた。3 年目
には、藤田が千葉と中国・広州市での特別講
演、市川が中国・広州市での特別講演、伊藤
が中国・上海で多文化政策に関する報告をそ
れぞれ行った。 
② また、本研究課題の共同研究者を中心に
運営されている「明治大学カナダ研究所」が
ホームページを作成し、アジアにおけるカナ
ダ研究の一大拠点として、国内外にアピール
をした。 
③ 研究代表者・分担者が、各自の研究成果
に基づいて報告書となる論文を一人 40,000
字程度で執筆し、2011 年度中に書籍として研
究成果を出版するための作業を進めている。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）明確化した 
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